
第４４回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録 

 

日 時： 平成２９年１２月２０日（水） １５：００～１７：００ 

場 所：（一財）日本建築総合試験所 本部 会議室 1 

出 席 者： 森幹事，永山幹事，内田幹事，服部会員，藤垣会員，寺澤会員，鈴木様，吉田会員 

（８名：順不同，敬称略） 

配布資料：44-0   第４４回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事次第 

          44-1   第４３回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録（案） 

44-2 PCタンクのアンボンド PC鋼材の破断調査について（寺澤会員，服部会員） 

 

議 事： 

１．第４４回議事次第 

  内田会員より，本日の交流会の進め方について説明があった。 

 

２．第４３回議事録（案）の確認 

  内容確認が行われ承諾された。 

 

３．話題提供 

（１）鈴木委員より，「グラウト充填不良が顕在化した PC橋の対策に関する考察」という題目で話題

提供があった。近年の PC橋のグラウト充填不良に関する状況と対策事例についての紹介を行

った。過年度から某道路管理会社が実施してきた，PC橋のグラウト調査は PC箱桁橋を優先的

に行ってきた。その中でも張出し架設工法で架設され，なおかつ PC（主）ケーブルに PC鋼棒

を適用した PC箱桁橋は，他の橋梁を比較して PC（主）ケーブル本数が多いこと，シース内の

グラウトを充填すべき空隙部（シース内の断面積－PC鋼棒の断面積）が小さいこと等により，

グラウト充填率が低くなる傾向にあり，その対策方針として，グラウト充填不良が確認された

PC（主）ケーブルはすべて将来的に破断すると想定した，外ケーブル補強の設計を行った。し

かし，その後に同管理会社管内において，変状が確認された PC桁橋においてもシース内の滞

水を伴うグラウト充填不良があった。当該橋梁については顕在化した腐食が発生していなけれ

ば，破断しないとして補強対策の検討を行っており，グラウト充填不良に関する補強方針がま

だまだ曖昧な状況にあることを説明した。以下に各委員からの質疑および応答した内容を参考

に記す。 

Q：広帯域超音波法によるグラウト探査精度は，どのような傾向であったか。 

A：過去の調査結果では，70～80％と記憶している。ただし，充填と判定された箇所に対して

削孔調査を行っていないため，実態は不明である。 

Q：PC（主）ケーブルに PC 鋼棒を使用した張り出し（ディビダーグ）工法により施工された

PC箱桁橋のグラウト充填率がなぜ低いのか。 

A：PC鋼棒の直径がφ32mmであることに対し，シースの直径はφ38mmであり，グラウトを

充填することができる空間が極めて小さい。また，張り出し施工により架設される PC 箱桁橋

は，比較的長支間の橋梁が多く，PC（主）ケーブルの配置本数が多くなるため，施工精度が自

ずと低下してしまう。 



Q：PC 箱桁橋の場合，グラウト充填不良が確認された PC（主）ケーブルは，すべて将来的に

破断すると想定して補修検討を行ったのか。 

A：指摘のとおりである。実際にそのような事態は，将来的に発生しないと考える。かなり安

全側の設計思想となる。 

Q：調査結果として記されたグラウト充填率は，PC（主）ケーブル 1本ごとに探査した結果を

累計したものか。PC（主）ケーブル 1本当たりに複数個所，探査した結果か。後者であれば，

提示されたグラウト充填率は実態と異なることにならないか。 

A：基本的に PC（主）ケーブル 1本に対し，探査箇所は 1箇所としているが，複数個所（2箇

所以下）の場合もある。広帯域超音波法による調査は，あくまでもスクリーニング的な位置づ

けであり，提示したグラウト充填率は，傾向を示すものと理解していただきたい。 

Q：NEXCO関西支社管内において，PC箱桁橋および PC桁橋において，グラウト充填不良に

対する補修・補強設計思想が異なるのか。 

A：過去二年の調査業務の中で，上記のように思想を変えている。実際に調査・検討を行った

私としては本意ではない。 

（２）寺澤会員と服部会員より，「PC タンクのアンボンド PC 鋼材の破断調査について」という題目

で話題提供があった。アンボンド工法を適用した PC タンクの維持管理に適用できる手法のニ

ーズがあることや，供用中の PC タンクに対して漏洩磁束法および電磁パルス法を適用した結

果について説明があった。PCタンクの定着部の一部では PC鋼より線の破断が原因と考えられ

るモルタル部の突出が確認されており，かぶりが 80mm程度と比較的小さい標準部では漏洩磁

束法，かぶりが 200mm 以上となる定着部では電磁パルス法を適用したとのこと。漏洩磁束法

の結果からは，セパレータが原因と考えられる測定磁束密度のピークが確認されたものの，標

準部に破断と思われる箇所は見られなかったとのこと。電磁パルス法の結果からは，破断して

いると考えられる PC 鋼より線の直上で加振した場合，PC 鋼材端部で得られる時刻歴応答は

PC鋼より線が健全の場合と異なるものが得られたとのこと。以上の発表に対し，励磁コイルの

設置位置によっては PC 鋼より線でなく端部に配置されたコンジットシースを加振しているの

ではとの指摘や，そもそもアンボンド PC 鋼より線の破断箇所は標準部よりも定着部付近が多

いのではないかという質問があった。 

（３）藤垣会員より「タンク底板超音波連続板厚測定装置 TFUT-16」について話題提供があった。装

置はハンドル部分を外せば大きさが 599mm×409mm×116mmで，探傷有効幅は 384mmであり

コーティング上からでも探傷が可能との説明があった。適用範囲は鋼材材質が SS400，SB410，

SPV490で板厚は 3mm~48mmであり，コーティング上からの測定が可能なコーティングはエポ

キシ，タールエポキシ，ガラスフレークなら厚さが 0.3mm~2.0mm であり，FRP については厚

さが 0.6mm~2.0mmとの説明があった。探傷効率は，1日最大で 150m
2であるが，障害物がある

場合には大きく低下することがあるとの説明があった。従来手法の定点測定が抜き取り測定で

あるのに対して，連続板厚測定は全面測定であり，要件を満たせば法令で定められた点検の開

放周期の延長が可能であることが説明された。また，実際の測定事例として，腐食が検出され

た板やタンク全体を，残肉厚によって色分けした板厚分布の結果が紹介された。 

 

 

 



４．今後の予定 

  第４５回交流会：平成３０年３月１６日 １５：００～１７：００ 

  場所：大阪大学 中之島センター 

 

以上 

 

（記録：鈴木会員，寺澤会員，服部会員，藤垣会員） 


